


入学を前にして子どもたちは、学校ってどんなところだろうと想像しているのでしょ

うか。自分の成長を実感し、今までにない新しい楽しいことがいっぱい始まり、先生

にほめてもらったり、友だちとたくさん遊んだりできると考えているのかもしれま

せん。

このように、大きな夢や期待を膨らませている子どもたちを、私たちはどの

ように受け入れたらよいのでしょうか。

それは、一人ひとりの子どもの存在を丸ごと認めていくことだと思って

います。そんな思いで子どもたちと接していると、子どもの心に自信が

育ちます。自分がしていることを、「それでいいんだよ。」と、背中を押

してもらえるのですから。

そして、その自信が、やがてやる気に繋がります。一方自分が認めら

れている心地よさを感じると、友だちのよさを認める心も育ちます。

このように清明学園の子ども観は、「子どもが主役」と考えていま

す。常に子ども側に立った目線で見守り、一人ひとりの子どもの

よさを見つけ、寄り添って教育することを大きな目標

としているのです。子どもは一人ひとり顔が違うように、それぞれのよさをもっています。

それを毎日の生活を精一杯生きていく中で、輝かせようとしています。

昼間の星のように普段は見えにくいそのよさを子どもの姿の中に認め、保護者の方と共に、

子どもに寄り添い、成長を支えていきたいと私たちは願っています。

1930年の開校以来、子どもが輝く教育の実現を目指し、さまざまな改善を重ねています。

清明学園の
子どもの見つめ方
〜子どもとともに生き

子どもを生かし
子どもを通して生きる〜

一人ひとりがみんな主役

清 明 学 園
理 事 長 ・ 学 園 長
浅 野  輝 一

清 明 学 園 で は 、幼 稚 園・初 等 学 校・中 学 校 の 一 貫 教 育 を 行 って 　 い ます 。3 つ の 教 育 期 に 分 けて 子 どもたちを 見 つ め てい ます 。

夢 の 時 代

幼児期は「夢の時代」です。夢を大きくふくらませ、大
きな人間に育っていきます。そのために豊かな遊び
ができる場を用意しています。遊びを通して、自然や
人とかかわる楽しさや表現する喜びなど、生きる力の
もとが育っていきます。初等部1、2年生では、『手作
り』の時間や『散歩』の時間など、「総合学習」を充
実させ、遊びながら学ぶ姿勢をとっています。

進 路 を 拓 く時 代

第2教育期までに培った力を活かし、高等学校進
学に向けてさらに高い学力の増進を図ります。本
人の意思を尊重し、長年にわたり蓄積したデータ
を活用して的確な進学指導を行います。各分野
の専門家を招いての講演会なども行われ、生徒
自身が目標をたてて、主体的に進む道を切り拓い
ていきます。

学 び の  基 礎 を培う時 代

充実した幼児期を体験してきた子は、知的好奇心が高まっています。その
学ぼうとする意欲を活かし、「わかる」「できる」喜びのある授業を行い、基
礎学力をしっかりと身につけていきます。また、さまざまな活動や行事を通し
て、「仲間づくり」「自分づくり」が進みます。
6年生からは、中等部の生活が始まり、教科担任制の授業で、基礎学力の
徹底がさらに高まります。クラブ活動や生徒活動でも、主体性や社会性が
培われます。
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清 明 学 園  創 立 者
濱 野 重 郎

先 生

清明学園の校名と校章の由来

日本の心を校名にかかげたいという創立者の強い想いから、古事記の一
節で、心が純粋で清らかなことを「心の清明（あか）き事は」と表現してい
ることや、続日本紀の宣明で、清明心を「清き明き正しき直き心」と表し、
心が正直でまっすぐなことを表現していることなどから、『清明』を校名に
掲げました。

蜻蛉は《あかつき-秋津-あきつしま》、つまり（日本）を表しています。
また、神話の中で、日本の国ができるときに、ぶよやあぶなどの羽虫が襲
来して邪魔をしたが、蜻蛉がどこからか飛来してこれを追い払い、進路を
開いたという話もあります。
とんぼは日本を象徴する生き物です。しかし、創立者濱野重郎は、「その
むつかしい、いわれは知らずとも大空に悠々と飛しようする、とんぼは、
子供らしくてよいではないか。」と記し、とんぼの自由で悠々とした飛ぶ姿
を、子どもらしいと考えて校章としました。

校名の由来

校章の由来

昭和 5年 4月 5日 創立者 濱野重郎、教育改革の先駆者 平成 2年 9月 講堂兼体育館完成
沢柳政太郎博士の志を継ぎ、 （舞台装置、放送、照明機器に
義務教育の改善を目指して 最新設備導入）
本学園を清明の節に開校する 平成 2年11月14日 学園創立60周年記念式典

昭和 8年 4月 5日 清明幼稚園　開園 平成 4年 9月 コンピュータルーム完成（40台設置）
昭和16年 4月 1日 校名を清明学園初等学校と改名 平成 5年 9月 幼稚園運動場購入（136.54㎡）
昭和20年12月 5日 学園再開 平成 6年 9月 調理実習室改修工事完成
昭和24年 9月10日 創立20周年記念舞踊会 平成 7年 3月 三浦貞造園長・校長退任
昭和25年10月14日 学校法人清明学園設立認可 平成 7年 4月 幼稚園長・初等学校長・中学校長に

濱野学園長、理事長に就任 原俊夫就任
昭和26年 4月10日 清明学園中学校開校 平成 7年 4月 第2、第4土曜日が休業日になる
昭和26年12月 9日 講堂落成式、記念大音楽会 平成 9年11月 第1回初・中合同発表会
昭和27年 7月21日 新運動場（2,873㎡）を購入 平成 9年11月 初めて初等部と中等部合同で
昭和30年 3月 6日 創立25周年記念発表会 発表会をする。（学園講堂）
昭和32年 3月24日 初等部、中学部一貫の9年制教育の 平成11年11月 初等部・中等部合同で大田区民

完全実施（全員中学校進学） ホール・アプリコで発表会を行う
昭和32年 5月 3日 濱野学園長藍綬褒章受章 平成12年 4月 浅野輝一学園主事に就任
昭和33年 7月17日 学園長受章記念幼稚園完成 平成13年 3月 学園創立70周年写真集
昭和34年 9月11日 学園長欧米教育視察旅行出張 「輝け！とんぼっ子」刊行
昭和36年 5月13日 創立30周年記念初等部新校舎落成式 平成13年 9月 幼稚園園舎耐震工事完成
昭和37年11月 3日 中学校開校10周年記念式典 平成14年 3月 「清明教育」刊行
昭和39年 3月 6日 中学校新校舎並び講堂落成式 平成16年12月 初等部校舎耐震工事完成
昭和39年 7月30日 清明学園浅間寮（軽井沢）開設 平成17年11月 中等部校舎耐震工事完成
昭和45年11月 3日 学園創立40周年記念式典 平成18年 7月 原俊夫園長・校長退任
昭和46年 4月29日 学園長勲四等瑞宝章叙勲 平成18年 8月 幼稚園長・初等学校長・中学校長に
昭和47年12月 9日 学園長叙勲記念館建設 加藤一俊就任
昭和49年 6月 小濱勲学園長に就任 平成20年 7月 5年生、山の学校が始まる
昭和49年12月 小濱学園長逝去 平成21年 7月 浅間寮耐震工事完成
昭和49年12月 濱野重郎学園長に再任 平成21年 9月 初等部・中等部理科室改修工事完成
昭和50年10月 1日 濱野学園長逝去 平成22年11月 創立80周年記念式典祝賀会
昭和50年10月 1日 濱野重郎学園長従五位叙位 平成25年 9月 初等部第1期　耐震、改修工事（一般教室）完成
昭和50年10月 濱野富美子法人理事長に就任 平成26年 9月 初等部第2期　改修工事（特別教室）完成
昭和51年 2月 幼稚園長・初等学校長・中学校長に 平成27年 9月 初等部・中等部第3期改修工事（トイレ）完成

三浦貞造就任 平成28年 3月 加藤一俊園長・校長退任
昭和55年 4月 低学年総合学習開始 平成28年 4月 浅野輝一学園長に就任
昭和55年11月 3日 学園創立50周年記念式典 濱野道子幼稚園長に就任
昭和56年11月 8日 学園創立50周年記念発表会 横山豊治初等学校長に就任

（於大田区区民会館） 鈴木敏弘中学校長に就任
昭和62年 6月 浅間寮増築落成 平成29年11月19日 同窓会第1回トンボ会開催

平成30年 8月20日 濱野富美子理事長逝去
平成30年 9月 8日 浅野輝一法人理事長に就任（学園長兼務）
令和元年 9月 中等部図書室改修工事完成

学園沿革

◀
幼
稚
園

◀
初
等
部

◀
中
等
部

清明幼稚園 園長

濱野 道子

　清明幼稚園は、1993年の開園以来、保育の根底となっている「子どもが主役で、子どもに寄
り添う保育」という創立者の信条を受け継ぎ、さらに、新しい風（満3歳児保育・2歳児保育な
ど）を吹き込みながら現在に至っています。
　子どもの発達や成長は、生まれ持った性格に、親子関係、生活年齢、生活環境など、子ども
を取り巻くすべてから影響を受けています。その個々の成長に向き合った保育を実践できるよ
う、活動を行う期間を時間単位ではなく、日数単位で設定し、やってみたいという気持ちを引
き出し、決して保育者の意図する展開を押しつけないよう配慮しています。複数の保育者で１ク
ラスを見ることで担任がじっくりと一対一で向き合うことができるようにしています。
　子どもに寄り添う保育は、時間もかかり、根気もいりますが、やってみたいという気持ちを
もって、活動に取り組むことが、子ども本来の力を引き出し、素直に楽しかったと感じ、次への
意欲につながっていくと考えています。
　また、常に、話したいことがあふれている子どもの声に耳を傾け、気持ちを受け止めること…
それが、見守られているという安心感を生み、信頼関係が深まり集団の中でも、自分を発揮で
きる力となっていくと考えています。

幼 稚 園 が 目 指 す 保 育 とは …

幼稚園

教 育 改 革の先 駆 者  澤 柳 政 太 郎 博 士の志を
継ぎ、義務教育の改善を目指して昭和5年4月
5日（二十四節気 清明）に初等部を開校する。
続いて昭和8年4月5日清明幼稚園、昭和26年
4月10日清明学園中学校を開校する。
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幼児期は、好奇心・感性・集中力・想像力・思いやりなど、人間の最も大事な根を育てる時期です。集

団の中でさまざまな経験を積み重ねながら、楽しく生活し、遊びをとおして友だちとの上手なつきあい

かたや、社会性を身につけることが大切だと考えています。自発的な気持ちを尊重し、発達段階に合っ

た目標を掲げ、子どもに寄り添った保育を行っています。

子 ども が 主 役 の 保 育

・ の び の び と 自 己 を 表 現 で き る 子 ど も
・ 自 分 で 考 え て 行 動 す る 子 ど も
・ 思 い や り の 心 を 持 っ た 子 ど も幼稚園

教育の特徴

保育目標

2 歳 児 保 育（ プ レ 保 育 ）
２歳の誕生日を迎えたら入会することができます。

自我の芽生えが発達し、また自意識が急速に高

まるようになるのが、2歳児です。清明教育に沿っ

た保育をとおして、成長を後押しできるような活動

（体操・外遊び・制作・おやつ・読み聞かせ）を充分

に取り入れています。またよりよい親子のコミュニ

ケーションが取れるよう配慮し、入園時の不安が軽

減されるよう、園との良好な関係を作っていきなが

ら、笑顔いっぱいに過ごしています。

満 3 歳 児 保 育
満3歳を迎えたお子さんから、順次入園となります。そのた

め、保育者が一人ひとりとしっかり向き合うことができ、より

きめ細やかに対応することができます。徐々に幼稚園に慣

れることで、自然に幼稚園の生活に馴染むことができます。

お子さんの成長に関して、話し合いながら進められ、初めて

お母さんと離れる不安も個別に対応していき、保護者の方

へ毎日様子をお伝えしていきます。

4 歳 児 保 育
好きな遊びや友達ができ、園生活を楽しんでいます。クラス

の一員としての意識が高まり、集団での行動・遊びへの取

り組みかたが変わってきます。自分の思ったことや感じたこ

とを友達に伝えられるようになり、言葉のやりとりも充実し

ていきます。

3 歳 児 保 育
3歳児クラスでは、初めて集団生活を体験されるお子さん

が多くいます。入園当初は、新しい環境に期待と不安を胸

に登園する姿が見られます。保育者が幼稚園では「お母さ

ん」となり、しっかりコミュニケーションをはかり、信頼関係を

築いていきます。日々の生活の中で、基本的な生活習慣を

身につけていき、幼稚園が安心して過ごせる場所となって

います。

5 歳 児 保 育
年長児になった喜びを感じ、友達同士で集団遊びを進め

たり、さまざまな活動をしたりと、自分で考え積極的に行動

しています。また、金曜日の活動など年長独自の活動が楽

しみの一つとなっています。

〜外あそび〜

〜2歳児保育〜

〜制作〜 〜楽器あそび〜

〜集団あそび〜
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金 曜 日の 活 動
昭和46年にスタートした金曜日の活動は、保育内容や方法

を検討し、改善を重ねながら現在まで続いています。年長児

対象で教諭が各分野（木工・音楽・運動・科学・料理・粘土遊

びなど）のテーマを持ち、子ども自身が自分の選んだ好きな

活動に参加します。この中で想像力を発揮し、創り出す喜び

を助長し、活発に活動できる子どもに成長させたいと考えて

います。また、幼稚園生活のまとめとして、遠足、おみせごっ

こ、書き初め、ゲーム大会、スポーツ大会など、子どもたちの

成長に合わせた楽しい活動も行っています。この活動をとお

して、園児一人ひとりをより深く理解していきたいと考えてい

ます。

読 み 聞 か せ
子どもたちは読み聞かせの時間が大好きです。

絵本や紙芝居の読み聞かせをとおして、想像力を高め、話を聞

く姿勢が養われ、情緒も豊かになっていきます。

一日の中で何度も取り入れています。

英 語 で あそ ぼ う
保育時間内に週1回、初等部教諭が指導にあたります。

子どもたちが好きな歌やゲームをとおし、楽しく遊びながら何度

も発音していくうちに、豊かな表現力やきれいな発音を身につ

けていきます。自然なかたちで、英語に対する興味が深まってい

くよう進めています。

楽しい活動が盛りだくさん

全 学 年

午 前 午 後

月 火 木 金 9:00 〜 14:00 ＊弁当持参

水   土 9:00 〜 11:30 ＊弁当なし（午前保育）

										           ※季節によって多少変更があります。
										           ※第２・４土曜日は、休業日。

月 火 木 金 8:00 〜 9:00 14:00 〜 17:00 ＊おやつあり

水   8:00 〜 9:00 11:30 〜 17:00
＊弁当持参

＊おやつあり
								        ※長期休み中（夏・冬・春休み）は、午前中に実施します。
								        ※保育は、本園職員が交代で担当します。
								        ※料金に関しては、お問い合わせください。

保育時間

スマイル（預かり保育）

金曜日の活動
（粘土遊び）

英語の時間

読み聞かせ
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おみせごっこ
年長組がお店屋さんになり、小さな組は買い物を楽しみます。

11月

幼稚園の主な年間行事

遠足
自然の中で散歩や集団遊びを楽しみます。

運動会
みんなで楽しく競技やダンスをします。

11月

10月

ふたばの会
みんなで考え、楽しい劇を作り上げます。2月

清明学園初等学校 校長

横山 豊治

　創立者の言葉『子どもと共に生き、子どもを生かし、子どもを通して生きる。』という理念のもと、常

に学校生活の中心に子どもをおき、すべての学習、行事で子どもが生かされていることを問い、教師

自らが子どもを通して生きるという姿勢を持ち続けている学校です。

　子どもの成長は切れ目がありません。子どもはよく育ちたいという心を持ち、一人ひとりが可能性

を持って成長し続けています。その成長発達を見守り、どんな教育が最も子どもの力を伸ばすのか

を研究し、実践しています。

一人ひとりみんな違っていいとの思いで、子どもの存在を認め、その子のありのままの姿を尊重しな

がら、教師は子どもに寄り添う姿勢でいます。

《早生まれの子どもも安心》

 発達を理解したうえで進められる教育は、違いを認め、今のその子の力を信じて進められています。

学 園 教 育 の 理 念

初等部

なつまつり
手作りのうちわを持ち、踊りやおみこしかつぎをします。

7月

9



清明独自の学習書

1 . 発 達 を 見 極 め て 指 導・支 援
無理矢理教え込むのではなく、様々な体験をさせながら発達を待ったり、

教師や友達と一緒に考えたりして、無理なく学びます。

2 .  独 自 の 学 習 書
初等部では国語と算数で個別学習に対応した独自の学習書を作成し、

個別指導で活用しています。たとえば、1年生の国語の「ひらがな練習帳」

では線のかき方から始まり、ひらがな一文字一文字を丁寧に学んでいきま

す。算数の「清明の算数」は単元ごとの冊子で、分かりやすく、必要な練

習量が確保されています。

3 .  六 角 形 の 机
理解や進度が異なってくるため、教師が子どもの後ろに回り、一人ひとり

の学習を指導します。1年生の教室の六角形の机は、教師が効率よく指導

できると同時に、グループで励み合うのに適しています。2年生以上でも、

机をグループで並べています。

初 等 部 の 個 別 学 習

1年生英語

1年生の1学期は、算数は教科書やテキストを使った授業はしません。そのかわり、すごろくやブロック

を使った数遊びや形遊びなど、算数のもととなる活動を行います。また、教科書の音読も宿題にして

いません。これは、長年にわたる研究により、数の概念と音読力は、6歳半ばごろを契機に急に発達す

ることが分かってきたからです。

発達を促す活動を重ね、時期を待って学ぶ方が効率的な場合もあると考えています。

教科書通りの単元配列を優先するのではなく、学園の子どもの成長・発達に合った教育課程を編成

しているのです。

成 長・発 達 に 即 した 教 育 課 程
生 ま れ月 に 左 右 され な いカリキュラム初等部

教育の特徴

学年 週当たり回数 時間

1年生 3回 15分間

2年生 5回 5分間

3年生 5回 10分間

4・5年生 4回 20分間

初等部では効率的な語学習得のために、週当たりの授業の回数を増やしています。少しでも多く

英語に触れ、英語に親しみをもてるようにしています。

低学年では歌やゲーム、絵本の読み聞かせなどで「話す」「聞く」活動を主に行い、高学年では「読

む」、「書く」活動も取り入れ、バランスよく学んでいきます。5年生では筆記体も学びます。

中等部での6年生の授業は、中学1年生のテキストを使って行っています。発達に合わせて、文法

的な内容も扱っています。中等部との連絡も取り合い、一貫教育を生かした指導を行っています。

英語の学習「 英 語 に 親 しみ 、楽 しんで  学 習 する 」

個別学習とは、一人一人の子の発達や理解の進み具合に合わせて、今

もっている力を最大限に発揮できるように教師が指導・支援する学習で

す。初等部の個別指導には、3つの特徴があります。

1年生個別学習
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実験コーナー「ポップコーンをつくろう」

木
工

コ
ー

ナ
ー「

す
きなものをつくろう」

低学年の子どもは、体験や具体的な活動

を通して学ぶ特徴があります。初等部では、

1980年から総合学習を行い、豊かな体験の

機会を設けています。

子ども自身が選んだ遊びをそれぞれの「コーナー」で思い切り行います。

次のようなコーナーがあります。

▶木工あそび　▶土あそび　　▶表現あそび　▶実験あそび　など

低学年の総合学習

 （ 1 年 生  金 曜 日 、 2 年 生  土 曜 日 に 実 施 ）

● 手作りの時間
身近な材料を使い、遊び道具を作って遊

びます。発想を生かして「工夫する力」を

養います。

● 散歩の時間
学校外をたんけんし、季節の移り変わりや

町の不思議を発見します。自然や町を大

切にする心を養います。

● 文学の時間
図書室のじゅうたんスペースで読み聞せを

聞き、本やお話の楽しさを味わいます。

● 映画の時間
教室の大きなスクリーンで、世界の童話や

日本昔話、偉人伝などの映画を見ます。

映像を通して、感性や想像力をさらに豊か

にします。

● 自由あそび
自由に遊ぶ中で体力や意欲、社会性など

を養います。散歩の時間

手作りの時間

土
コ

ー
ナ

ー「
ね

ん
ど

で
あ

そ
ぼ

う
」

そうごうの
時 間
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中等部

清明学園中学校 校長

鈴木 敏弘

　中等部は、初等部で明るくのびのびと個性豊かに成長してきたとんぼっこが迎える集大成の四

年間です。そしてこの四年間を大きく二つに分けて目標を定めています。前半を、自発学習と基礎

的生活習慣の確立の時期と考えています。後半は、一人ひとりの目標に沿った受験学習の確立

と、行事など諸活動を通じての人間力育成の時期と考えています。

　高等学校を併設していない清明学園は、全員が高校受験と向かい合います。しかし、決して受験

だけに縛られた生活をするわけではありません。生徒と教師が、授業やクラブ、行事等の活動を通し

て、共に考え、共に悩み、共に励まし合いながら、目標に向かって進んでいく学園です。卒業時には、

子どもたち一人ひとりが自分の考えをしっかりと持ちながらも、仲間の言葉に耳を傾け、仲間の心の

声を感じ取れる力を身につけます。

　子どもの力を信じて、保護者も教師も『共に育つ』喜びを分かち合える学園です。

『 共 に 育 つ 』子 どもに 寄 り 添 い な がら

初等部の主な年間行事

山の学校（3・5年生）
北軽井沢の清明学園浅間寮で、高
原の生活を楽しみます。（2泊3日）

運動会
青組・白組に分かれ学年毎や2学年合同の競技などを行います。

海の学校（4年生）
愛知県伊良湖の海で泳力をつけ、
海辺の生活を楽しみます。（2泊3日）

たんけんごっこ（1・2年生）
1･2年生のペアで手をつないで二子玉
川河川敷へ行き、思い切り遊びます。

7月

10月

7月
5月
10月

入学式（4月5日清明節）
初等部全児童と学園職員に迎えられて学校生活がスタートします。4月

舞台発表会
大田区民ホールアプリコにて

12月
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6年生から9年生（中学3年生）までが在籍し、日常の学習活動やクラブ活動、学校行事を通じて、学

力の向上と心身の充実をはかっています。教科学習では、豊かな感性と創造力で個性を伸ばし、基

礎学力の定着とその向上を目指しています。特に、習熟度に応じたクラス編成や、放課後の個人指導

等、子どもたち一人ひとりに寄り添った、高校受験に向けた学習にも力を注いでいます。クラブ活動に

おいては、専門の技術の修得と心身を鍛錬しており、大会において優秀な成績を残しています。また、

学年ごとの海・山の宿泊行事に加え、全員が一丸となって取り組む生徒会行事の充実により、学年の

壁を越えた深い信頼関係、絆を構築しています。

体育祭や発表会などの生徒会主催の行事は、各クラスで選出された委員で構成する実行委員会が数

か月にわたって企画・検討しています。競技や演技、舞台での練習に加えて、生徒全員が係につき、それ

ぞれの行事の成功と盛り上がりを願って、担当教員と一体となって活動しています。そこでは日ごろの教

科学習では得られない上級生と下級生との交流など、貴重な体験をすることができます。

自らを 鍛 え 創 造 力 を 高 め る

生徒会活動 〜自主自立創造性を養う

舞台発表会

舞台発表会

海の学校（6・8年生）

修学旅行（9年生）

山の学校（7年生）

クラブ活動

中等部
教育の特徴
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女
　
子

学校名 人数 学校名 人数 学校名 人数 学校名 人数
●私立校 成城学園 4 日本音楽 1 山手学院 2
青山学院 6 正則 2 日本工業大学駒場 1 立正大学付属立正 4
郁文館 1 聖ヨゼフ学園 1 日本大学 2 早稲田実業学校 1
市川 4 専修大学附属 4 日本女子大学附属 1 早稲田大学本庄高等学院 3
江戸川女子 2 専修大学松戸 2 日本大学櫻丘 1
かえつ有明 1 高木学園女子 1 日本大学鶴ヶ丘 6 ●国・公立校
鹿児島 1 玉川学園 5 日本大学豊山女子 2 お茶の水女子大附属 1
関東国際 2 玉川聖学院 3 日本橋女学館 1 学芸大学附属 4
国立音大附属 1 多摩大学目黒 2 白鵬女子 1 神奈川県立　湘南 1
クラーク記念国際 1 中央大学 3 八王子学園 1 東京工業大学附属科学技術 1
慶應義塾女子 6 中央大学杉並 5 広尾学園 11 都立　青山 1
国府台女子学院 1 中央大学附属 1 富士見丘 1 都立　上野 1
國學院 3 千代田女学園 2 文化学園大学杉並 1 都立　国際 2
駒込 1 桐蔭学園 7 文京学院大学女子 1 都立　小山台 1
駒澤大学 4 東海大学付属浦安 3 法政大学国際 4 都立　戸山 1
駒場学園 1 東海大学付属高輪台 8 法政大学第二 2 都立　西 2
埼玉栄 1 東京 1 宝仙学園 1 都立　日比谷 5
栄東 2 東京家政大学附属女子 2 朋優学院 6 都立　雪谷 1
渋谷幕張 2 東京女子学園 5 三田国際学園 2 横浜市立サイエンスフロンティア 1
淑徳 3 東京農業大学第一 4 明治学院 9
淑徳巣鴨 8 東邦大学付属東邦 2 明治大学付属中野八王子 5 ●留学・その他
順天 1 東洋 1 明治大学付属明治 3 慶應ニューヨーク 2
樟南 1 豊島岡女子 2 目黒学院 1 野田鎌田学園杉並高等専修 1
成蹊 3 日体荏原 2 目白研心 1

英語・数学の授業では、習熟度別にクラス編成をしています。クラス単位よりも少人数の同レベルの授業に

よって、基礎から標準、発展へと実力の向上をめざし、個々の生徒が自信を養えるように指導しています。

全員高校進学を本学園の使命とし、受験指導、進路指導には、万全の

体制で臨んでいます。

受験に照準を合わせた日ごろの授業、課外の個人指導、夏・冬休みの

講習会などを効率よく実施しています。また、夏休みには、浅間寮で1日

9時間の学習指導を実践し、確実に効果をあげています。生徒や保護

者との面談で、生徒の希望を十分に把握し、受験校を決定しています。

6年では授業の中で、しっかりと基礎学力の定着を目指します。7年から

は数学・英語による習熟度別クラスを実施して、2つのホームルームク

ラスを3つに分けます。8年からは夏休みに全員が職業調べに取り組み、

進路指導のきっかけとしています。また、数学・英語・国語の補習を行っ

ています。そして9年からは受験3科または5科において放課後の時間を

利用して、個人指導を実施しています。また夏休みには、7泊8日の勉強

合宿、夏期講習、冬休みには、冬期講習で実力を養います。

心身ともに受験生として成長することをめざして

います。自学自習を長時間続けることで、計画性

や集中力、忍耐力を養っています。また、教員や

仲間と寝食を共にし、仲間の頑張りを見つめるこ

とで孤独感にうち克っていきます。

基 礎 学 力 定 着  （ 習 熟 度 別 授 業 ） 個 性 を 生 か し た 効 率 の よ い
進 路 指 導

山 の 学 校
北 軽 井 沢  清 明 学 園  浅 間 寮 に て
7 泊 8 日 の 勉 強 合 宿

1日9時間の自学自

習をやり続けて、私が得

たものは、「自分でやること」

「集中力」「努力を続け

ること」でした。

「早朝漢字テスト」は、

一発勝負を教えてくれまし

た。集中力の出発点になりまし

た。集中力は今まで以上につ

き、自学自習の力がつき

ました。

学習、遊び、睡眠すべて

が最高の時間だった。まったく無

駄のないだらけることのない生活で

した。だから、ずっとここにいたいと思

いました。どんなに行き詰まったりして

も、この山での8日間を思い出せ

ば、それは必ず自信になる

と思います。

9年生

男
　
子

学校名 人数 学校名 人数 学校名 人数 学校名 人数
●私立校 湘南工科大学附属 1 日本工業大学駒場 2 ●国・公立校
青山学院 3 城北 2 日本大学 1 学芸大学附属 1
郁文館 1 巣鴨 1 日本大学鶴ケ丘 5 神奈川県立　神奈川総合 1
郁文館グローバル 2 成蹊 2 日本大学豊山 1 筑波大学附属駒場 2
市川 6 星槎 2 日出 1 東京工業大学附属科学技術 6
大森学園 1 成城学園 1 広尾学園 12 都立　青山 1
開成 2 正則 5 広島三育学院 1 都立　大崎 1
学習院 4 専修大学附属 2 文教大学付属 3 都立　小山台 3
関東国際 1 専修大学松戸 1 法政大学 1 都立　桜町 1
木更津総合 1 橘学苑 1 法政大学第二 9 都立　産業技術 2
錦城 1 玉川学園 2 宝仙学園 1 都立　総合芸術 1
クラーク記念国際 1 多摩大学目黒 4 朋優学院 3 都立　第一商業 1
慶應義塾 24 中央大学 1 堀越 2 都立　豊島 1
慶應義塾志木 21 中央大学杉並 9 本郷 3 都立　西 2
京華 1 中央大学附属 1 明治学院 12 都立　日比谷 5
京北 1 鶴見大学附属 1 明治学院東村山 1 都立　広尾 1
佼成学園 2 桐蔭学園 21 明治大学付属中野 7 都立　三田 1
國學院 3 東海大学付属浦安 6 明治大学付属明治 3 都立　目黒 2
國學院栃木 1 東海大学付属高輪台 13 目黒学院 14 都立　雪谷 1
国際基督教大学 1 東京 5 山手学院 6 大和高田市立　高田商業 1
国士舘 2 東京学園 1 横須賀学院 1
駒澤大学 5 東京農業大学一 3 立教新座 26 ●留学・その他
駒場学園 2 桐光学園 1 立正大学付属立正 11 ウエスト バンクーバー セカンダリー スクール 1
桜丘 1 桐朋 2 早稲田大学高等学院 8 科学技術学園 1
サレジオ工業高専 1 東邦大学付属東邦 3 早稲田佐賀 5 さくら国際 1
渋谷幕張 1 東洋 1 早稲田実業学校 7 翔洋学園 1
自由ヶ丘学園 1 西大和学園 1 早稲田摂陵 1 東京国際学園高等部 1
淑徳 8 二松學舍 1 早稲田大学本庄高等学院 16 Bodwell（カナダ） 1
淑徳巣鴨 10 日体荏原 1 早稲田シンガポール 1
常総学院 1 日本学園 1

生徒
たちの声

●  過 去 5 か 年  高 等 学 校 合 格 状 況
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◎入学するときには、私たちの教育方針からひらがなもカタカナも書けませんでしたが、

温かい清明学園の先生方に囲まれて、楽しい学園生活を送り、読書と理科と美術が好き

な子になりました。娘は3年生の前半は理科室に通い詰めておりました。理科室には壁一

面、蛹になったアゲハチョウ達が貼ってあり、連日孵化していったそうです。子どもたちは

そろそろ、蛹になりそうな幼虫や孵化しそうな蛹を探しては、蛹や蝶になる瞬間を楽しみに

していたそうです。子どもの教育において、タイミングというのは本当に大事だなと思いま

す。子どもの日々に寄り添い、子どもの好奇心ややる気のタイミングが一番いいときを見

守り、そのときまで待って下さる先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。

◎教育理念である「子どもと共に生き　子どもを生かし　子どもを通して生きる」という子どもに寄り添う教育が素晴らしくまた共感し、母

から3代清明学園にお世話になっております。子どもに寄り添う教育だからこそ、一人一人の個性を大事に見守って下さる先生方、また横

のつながりだけでなく縦のつながりも強くて、とても仲が良い生徒同士、卒業しても長くお付き合いをさせていただいているので、子どもを

安心して通わせることができます。毎日学校に行くのが楽しみで、まだかまだかと出かける時間を待ち遠しくしており、「ただいま！！」と笑顔

いっぱいで帰ってくる子ども。思いっきり学校生活を楽しみ、子どもたちの心にも素晴らしい思い出として刻み込まれていると思います。

家庭と
学校の連携

ようこそ
先輩

保護者の声

清明学園での思い出は、数えきれないほどたく

さんあります。体育祭、舞台発表会といった行

事はもちろんのこと、普段の学園生活の中で

先生方とお話ししていたことを、ふと思い出すこ

とがあります。

「やりたいことがあったら、とことん追求しなさ

い。全力でやりなさい。自分で自分を信じなかっ

たら何も出来ないよ。」

生徒会で副会長をしていたとき、ピアノのコン

クールで全国を飛び回っていて、生徒会活

動、受験勉強、どれも中途半端にしたくなかっ

た私を励ましてくれた先生の言葉は、忘れるこ

とが出来ません。中等部の卒業生では、答辞

を読みながら清明学園での出来事を思い出

し、号泣してしまいました。

学外での活動も応援し、ご理解くださった先生

方のおかげで「演奏家」になる夢を叶えること

が出来ました。私は今、ピアニストとして全国各

地で演奏したり、オーケストラと一緒に被災地

に音楽を届けたりする活動をしています。卒業

してから20年近く経っても、先生方がコンサー

トにいらしてくださったり、同級生が「CD聴いた

よ！」と連絡をくれたり。清明学園ならではの絆

の強さを大人になって、改めて感じています。

数年前の芸術観賞会では、お世話になった先

生方や、後輩のみなさんに演奏を聴いていた

だく機会がありました。卒業生として、母校で演

奏出来るほど嬉しいことはありません。これから

も自分を信じて、私らしい活動を続けていきた

いと思います。

何事にもマイペースだった私

は、先生方に温かく見守られ、

清明学園でのびのびと育ちま

した。何をやってもゆっくりだっ

た私に、先生方は、最後まで付

き合ってくださり、たくさん褒めてくださいました。

どんな時でも、私の声に耳を傾け、私の思いを尊重し、応援して

くださった清明学園の先生方、友人がいたからこそ、私は、何事

にも楽しくチャレンジし、後悔のない人生を歩んでくることができ

たのだと思います。

人と人とのつながりが希薄になっている今日ですが、清明学園で

は、同級生や先生方だけではなく、先輩、後輩、さらに友人の家

族ともつながりがあります。私は、幼、初、中と十一年間共に過ご

した仲間と堅い絆ができ、今でも、よき仲間、よきライバルとして

刺激しあえる関係を築いています。

今、私は、劇団四季でミュージカルやお芝居の営業活動、宣伝、

イベントの企画等を担当しています。日本中の子どもたちに本物

の舞台を届け、演劇の楽しさや感動する気持ちを伝えていきた

いと思っています。

これからも「とんぼっこ」であることを誇りに思い、日々、努力して

いきたいと思っています。清明学園で過ごした十一年間は、私に

とって、いつまでも大切な宝物です。

私は歌舞伎という伝統文化の

道を歩んでいます。しかし、まだ

若い私にとっては、しばしば迷

いや苦悩に突き当たります。

このときにそれを乗り越える力

になるのは、智慧と力を養ってくださった清明学園で学んだ数々

のことです。

その基本は先輩、後輩は分け隔てなく敬い合い、互いに助け合

い、それを次の代にも伝えていくということです。一学年二クラス

ゆえに、全校生徒全員が顔をよく知り、友達であり強い絆で結ば

れた仲間です。この強い絆は清明学園の伝統とも言えるものだ

と感じています。

先生方は厳しさの中にも生徒一人一人に繊細かつ大きな愛情

を注いでくださり、学園の行事は先生、生徒、時には保護者が一

丸となって取り組んだことで、感動も皆で分かち合うことができま

した。卒業してからは清明学園の同窓生のみならず、先生方や

父兄の皆様も最高の仲間達といった思いがしています。

個々の良さを引き出す教育や指導は、私達に自信や希望を与

えてくれました。清明学園で過ごした九年間は私の人生の宝物

です。

私は歌舞伎という伝統文化を後世に伝える一人として、将来に

向かって精一杯生きていきたいと思います。

在園中の子どもたちは著しく成長します。

その過程で出会う成長面の課題は、一人

一人みな異なります。課題の解決を通し

てお子さんの健全な成長を図るため、家

庭と学校で密に連携していきます。

子どもたちが、日々安心して学園生活を過ご

せるように、教職員の連携はもちろん、緊急

時のための訓練や、セキュリティーなどの安

全対策にも十分配慮しています。

「清明学園での教えを生かして」
とんぼっ子たちのその後……

第 4 7 回 卒 業 生

伊
い

藤
とう

　 慧
けい

（ ピ ア ニ ス ト ）

第 4 8 回 卒 業 生

田
た

邊
なべ

　 幸
さち

（ 劇 団 四 季 営 業 部 ）

第 5 6 回 卒 業 生

小
お

川
がわ

 隼
はや

人
と

（ 歌 舞 伎 俳 優  中 村 隼 人 ）

学園生活を
安全に
サポート

保 護 者 会
学年初めと各学期末に行います。学

園での生活や学習の子どもの様子

をお伝えし、子どもの成長を見る視

点や課題やその対応など、子育ての

参考になる話題を提供します。

個 人 面 談
担任や専科教師と一人一人のお子

さんの成長や日々の生活や学習の

様子を話し合い、共通理解を図りま

す。 年に 1、2 回行いますが、必

要に応じて機会を設けます。

授 業 参 観
授業や学校生活の様子をご覧いた

だきます。授業後には懇談会もあり、

授業や学校生活についてお伝えして

います。
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